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君
津
製
鉄
所
で
は
7
月
4
日
、

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
の
宮
脇

昭
氏
の
指
導
の
下
で
、
新
入
社
員

に
よ
る
植
樹
を
行
っ
た
。

今
回
の
植
樹
は
、
２
０
１
１
年

度
よ
り
開
始
し
た
新
入
社
員
教
育

「
新
日
鐵
学
園
」の
一
環
で
、
新
入
社

員
ら
２
３
１
人
が
参
加
。
日
本
や
ア

新
日
鉄
の
鋼
材
を
取
り
扱
う
商

社
10
社
の
集
ま
り
で
あ
る「
十
日
会
」

は
6
月
29
日
、
初
の
女
性
研
修
会

を
君
津
製
鉄
所
で
開
催
し
た
。
商

社
と
新
日
鉄
よ
り
、
鋼
材
の
受
発

注
業
務
な
ど
に
携
わ
る
女
性
社
員

約
40
人
が
参
加
。
生
産
工
程
や
出

荷
作
業
を
見
学
し
、
生
産
管
理
に

つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
後
、
懇

親
会
を
行
い
交
流
を
深
め
た
。

新
日
鉄
と
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム（
株
）

は
共
同
で
、
チ
タ
ン
薄
板
用
直
接
鋳

造
チ
タ
ン
ス
ラ
ブ（
Ｄ
Ｃ
ス
ラ
ブ
™
）

の
量
産
工
業
化
技
術
の
開
発
に
世

界
で
初
め
て
成
功
し
、
こ
の
た
び
東

邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
が
Ｄ
Ｃ
ス
ラ
ブ
の
量

産
を
開
始
し
た
。
一
般
工
業
用
途
向

け
の
主
要
製
品
で
あ
る
チ
タ
ン
薄

板
は
、
大
断
面
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
を
ブ

レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
工
程（
分
塊
圧
延
ま

た
は
鍛
造
）で
薄
い
チ
タ
ン
ス
ラ
ブ

と
し
、
次
工
程
の
大
型
連
続
熱
間

圧
延
ラ
イ
ン
で
圧
延
、
製
造
し
て

い
る
。
今
回
開
発
に
成
功
し
た
Ｄ

Ｃ
ス
ラ
ブ
は
、
電
子
ビ
ー
ム
溶
解

法
を
用
い
て
ス
ラ
ブ
を
直
接
製
造

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ゴ
ッ
ト

の
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
工
程
を
省
略
し
、

工
期
短
縮
や
省
資
源・省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
安
定
操
業
を
通
じ
、
電
力
の
安

定
供
給
に
努
め
て
い
く
。

釜
石
製
鉄
所
電
力
工
場（
東
北

電
力（
株
）へ
の
電
力
卸
供
給
、
契

約
電
力
13
・
6
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

が
、
7
月
1
日
に
営
業
運
転（
契

約
電
力
の
フ
ル
送
電
）を
再
開
し

た
。同

工
場
は
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
緊
急
停

止
し
、
石
炭
燃
料
を
受
け
入
れ
る

専
用
岸
壁
、
揚
陸
設
備
が
損
傷
し

た
。
そ
の
後
、
今
夏
の
電
力
需
給

逼
迫
の
緩
和
に
貢
献
す
る
た
め
、

早
期
の
再
稼
働
を
目
指
し
、
設
備

の
健
全
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

公
共
埠
頭
の
活
用
な
ど
に
よ
る
石

炭
燃
料
の
物
流
体
制
の
構
築
を
進

め
、
6
月
下
旬
か
ら
試
験
運
転
を

行
っ
た
。

同
工
場
は
岩
手
県
で
最
大
の
出

力
規
模
を
持
ち
、
県
内
の
一
般
世

帯
の
電
力
需
要
の
約
4
割
を
ま
か

な
う
こ
と
が
可
能
。
電
力
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
下
、
電
力
工
場

G
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DCスラブ、チタンインゴット

君津製鉄所での講義の様子

釜石製鉄所 電力工場

ジ
ア
で
植
林
や
環
境
保
全
林
の
整

備
を
続
け
て
い
る
宮
脇
昭
先
生
に

指
導
い
た
だ
き
、シ
ラ
カ
シ
・
シ
イ
・

タ
ブ
な
ど
９
２
１
本
の
苗
を
植
え
た
。

君
津
製
鉄
所
で
は
、
同
所
設
立
当

時
に
植
え
ら
れ
た
苗
が
高
さ
30
メ
ー

ト
ル
を
超
す
ほ
ど
に
成
長
し
、
多

様
な
動
植
物
を
育
ん
で
い
る
。

環　境研　修

技　術

経　営

世
界
初
の

直
接
鋳
造
チ
タ
ン
ス
ラ
ブ

量
産
工
業
化
技
術
の
開
発
に
成
功

釜
石
製
鉄
所
電
力
工
場
営
業
運
転
を
再
開

君
津
製
鉄
所

宮
脇
昭
先
生
の
指
導
で
植
樹

商
社
女
性
研
修
会
を

初
開
催

植樹指導する宮脇先生（右）
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新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）は
、

ス
テ
ン
レ
ス
製
造
工
程
で
生
じ
る
副

生
物
か
ら
ク
ロ
ム
、
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど

の
レ
ア
メ
タ
ル
を
回
収
す
る
設
備
を

光
製
造
所
に
導
入
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
経
済
産
業
省「
レ
ア
ア
ー

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

は
7
月
1
日
、『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
』

を
初
発
刊
し
た
。
製
作
に
当
た
っ

て
環
境
保
護
や
震
災
復
興
支
援
と

し
て
、
両
面
印
刷
の
蛇
腹
式
を
採

用
し
、
紙
の
使
用
量
を
当
初
想
定

の
約
3
分
の
1
に
低
減
。
有
害
な

廃
液
を
出
さ
な
い
水
無
し
印
刷
を

採
用
し
、
印
刷
加
工
は
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
あ
る
福
島
市
の

印
刷
会
社
に
協
力
依
頼
。
内
容
面

で
は
マ
ッ
プ
編
と
カ
レ
ン
ダ
ー
編

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
株
）は
オ
ム
ロ
ン（
株
）、
日
本
オ

ラ
ク
ル（
株
）と
共
に
、
7
月
6
日
、

懸
念
さ
れ
る
電
力
不
足
状
況
に
お

い
て
健
全
な
会
社
経
営
を
継
続
す

る
た
め
、
生
産
工
場
を
含
む
事
業

拠
点
の
電
力
消
費
ピ
ー
ク
の
低
減

対
策
を
支
援
し
、
生
産
活
動
の
継

新
日
鉄
化
学（
株
）は
7
月
6
日
、

三
井
化
学（
株
）と
の
間
で
ポ
リ
イ

ミ
ド
銅
張
積
層
板「
ネ
オ
フ
レ
ッ

ク
ス
®

」事
業
の
一
部
を
譲
り
受

け
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
使

用
さ
れ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
回
路
基

板
用
ポ
リ
イ
ミ
ド
銅
張
積
層
板
の

製
造
・
販
売
に
お
い
て
、
新
日
鉄

化
学
が
キ
ャ
ス
ト
法
で
製
造
す
る

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています
のでご参照ください。

新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）企
画
部
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9月29日（木）、30日（金）／18:00
紀尾井素踊りの會　特別公演
五代目　中村富十郎を偲んで
仕舞「花月」、清元「北州」、清元・筝曲「花月」
中村鷹之資、尾上松緑（立方）、片山幽雪（監修）、
藤間勘十郎（振付）、片山九郎右衛門 ほか（地謡）、
清元延寿太夫 ほか（浄瑠璃）、清元梅吉 ほか（三味線）、
福原徹彦（笛）、川瀬露秋（箏・胡弓）、
堅田喜三久連中（囃子）

10月7日（金）／19:00、8日（土）／14：00
ペーター・レーゼル
シュテファン・ザンデルリング ＆
紀尾井シンフォニエッタ東京
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 全曲ツィクルスⅡ
ピアノ協奏曲第1番ハ長調Op.15
ピアノ協奏曲第5番変ホ長調Op.73「皇帝」
ペーター・レーゼル（ピアノ）、
シュテファン・ザンデルリング（指揮）、
紀尾井シンフォニエッタ東京（管弦楽）

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

　米国の名門クァルテットの2005年
紀尾井ホール開館10周年記念特別
公演以来の登場です。メンバーは世
代交代を幾度か繰り返していますが、
艶やかで緻密な「ジュリアード・サ
ウンド」の伝統は連綿と引き継がれ、
常に高い評価と人気を誇っています。
今回2009年紀尾井ホールで素晴ら
しい演奏を披露したジョセフ・リン
が第1ヴァイオリニストに就任して
からの初来日。名門の新時代到来に
今また注目が集まっています。

＜クァルテットの饗宴＞
ジュリアード弦楽四重奏団

スケジュール

ジュリアード弦楽四重奏団

11月2日（水）/ 19:00
ハイドン：
　　弦楽四重奏曲第57番ト長調Op.54-1,
　　Hob.Ⅲ-58「第1トスト四重奏曲第1番」
マルティーノ：
　　弦楽四重奏曲第5番（2004）
ベートーヴェン：
　　弦楽四重奏曲第13番
　　変ロ長調Op.130/133「大フーガ付」

ⓒ Steve.J.Sherman

「
エ
ス
パ
ネ
ッ
ク
ス
®

」
は
世
界
市

場
に
浸
透
し
て
い
る
。
今
回
三
井

化
学
の
ラ
ミ
ネ
ー
ト
法
も
加
え
る

こ
と
で
、
回
路
実
装
材
料
事
業
の

競
争
力
強
化
を
図
る
。
譲
り
受
け

は
２
０
１
１
年
8
月
1
日
。

続
と
電
力
消
費
の
省
エ
ネ
化
に
役

立
つ
仕
組
み「
電
力
ピ
ー
ク
低
減

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」の
提
供
を
開

始
し
た
。
製
造
業
の
経
営
者
、
工

場
長
や
生
産
管
理
、
設
備
管
理
、

電
力
管
理
の
責
任
者
と
担
当
者
は
、

全
社
お
よ
び
各
拠
点
の
電
力
消
費

量
の
把
握
と
電
力
ピ
ー
ク
の
分
析

を
行
い
、
生
産
情
報
と
の
対
比
に

よ
り
ピ
ー
ク
時
の
対
処
計
画
の
策

定
が
可
能
に
な
る
。

ス
等
利
用
産
業
等
設
備
導
入
事
業
」

の
補
助
を
受
け
、
レ
ア
メ
タ
ル
回
収

設
備
を
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
で
、

副
生
物
の
ほ
ぼ
全
量
を
リ
サ
イ
ク
ル

使
用
し
、
年
間
で
1
千
ト
ン
強
の

レ
ア
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
量
拡
大
を

可
能
に
す
る
。
投
資
額
は
約
50
億
円
。

完
成
時
期
は
２
０
１
２
年
9
月
。

の
2
部
構
成
で
写
真
と
イ
ラ
ス
ト

を
多
用
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
工

夫
を
凝
ら
し
て
読
み
物
と
し
て
も

楽
し
め
る
内
容
に
仕
上
げ
て
い
る
。

楽
し
め
る
内
容
に
仕
上

グループグループ

グループ グループ

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

電
力
ピ
ー
ク
低
減
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
開
始

新
日
鉄
化
学（
株
）

ポ
リ
イ
ミ
ド
銅
張
積
層
板
事
業
を
一
部
譲
り
受
け

新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）

製
造
プ
ロ
セ
ス
で
レ
ア
メ
タ
ル

回
収
設
備
の
導
入
を
決
定

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
』を
初
発
刊

エスパネックス®
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